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On the Tension as affected by “Planes" in an Architecture 
Tadao IGARASHI， Kenji OKADA 
Planes，【 elementscomposing the architectural space， give one an impression or 
tension as an extent into two dimensions， but they are not always strictly two dimensional， 
having rather a little thickness. 
Being let alone， materials exert tension of their own by the colour， lusture and 
texture， but it is not the tension as from the architectural composition. The tension 
peculiar to materials is so comp1icated that we cannot properIy deal with， and so in 
this paper we discuss the tension afforded by planes of different types c1assified as in 
the followings : -
A : -simple plane B : -plane bored hole 
C -framed plane D : -plane put in 
E : -combined plane FG:・transparentplane 
Being composed in an architecture， planes give one an impression of physical 
and psychological tension. To measure it numerically， we have to depend upon the 
psychological experiment. As an approach to it we deal with the fundamental principle 
of architectural tension in this paper. 
緒 -= E司
私達は「面白構成について」の小諭に於τ，次のような乙とを検討した。建築空間主計画する
場合，各々の面にある統ーをもたらす為には面に対して設計者D秩序ある解釈が必要であるが，そ
り為には面と面の連続及非連続を計画的ι処理し， 構成されている面の数， 結合部の連続と非連
続，構成法等を意識する「面白意識」ということを考えてとの立場から一個の面にかぎって，その
構成の種類を検討して見た。複雑な材質固有の性格は除外し，5Z色々り単位の組合せも考えなけれ
ば，そり構成の原則的なもりは，それ程複雑なもりでなく，小論に述べた様な A，B， C， D， E， 
F， Gの7種類にまとめられた。乙れらの構成法を無批判に組合せるととは意底的には混乱するも
りであると私達は考えるのである D との整理された構成法について，その面の持つ性格のーっとし
て緊張感を取り上げ検討して見たいと思う口
2 . 緊張感について
空間を構成するー要素としての面は，二次元θ広がりをもって見る人に色々な緊張感をあたえ
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る。建築空間を構成する面は正しい二次元のもりではなく，むしろわ宇、かな厚みをもった三次元的
註ものであるが，乙とでは空間の構成要素として二次元的に取り扱って見たい。素材としてD材料
はそれ自体が放置されているとき，それの持つ色彩，光沢，霊長等により固有θ緊張感を持ってい
ても，それは建築的な緊張感ではないa空間要素の面として構成されたとき初めて建築的た緊脹感
とたり，構成白方法によって種々に変化するもりである。材料のもつ国有の緊張感は複雑なもので
あり，そり強弱の計量には心理学的な実験をまたねばならないが，そとまでに進む一つの過程とレ
て構成法によって変化する原則的註緊張感を検討して見たい。
構成面はそD構成方法によって，力学的な緊張感，材質の持つ国有な物理的緊張感等見る人に
訴える心理的な緊脹感が色々に組合って独自の緊張感を持つものであり，これらは三次元C空間に
展開した場合には，重量感，容積感に発展するものと考える。
構成面白緊張感を検討する場合，材料のもつ国有のものには厳密にはふれ得ないので，説明に
は比較的に明瞭な材料を例にとって原則的たことにふれて見たい。
3 . 構成面の緊張感について (別図参照)
A. 一様な面
〈イ〉 白い鳥の子紙で張られた枠りない唐紙を例にとる。との場合唐紙D:jまかれた周辺が問題に
なる口同じようなもりむ中に置かれると，唐紙自体の緊張感は周辺の白む中に散って弱いもの
となるo敷居，鴨居心中に入れられて周辺が明瞭になったとき初めて鳥の子紙自体のもつやわ
らかい緊張感が現われてくるロ同じようなことは壁と天井についてもいえるととであり，両者
が同じ色調Dもむであると，互に散り合って緊張感は散漫なもDとなる。いすτれか一方の色調
を変化させると，その結合個所が明確になり緊張したもむになって来る。とのように一様な面
の構成の場合には周辺り条件が緊張感に事響ずる口
(ロ〉 アクセサりーのついた場合。面が単調である為そり一部に何らかのアクセサりーをつける
場合緊張感はそのアクセサリーに移行し，面白体θ緊張感は減少する。その理由は，次に述べ
るBの穴白開いた面白形式になる為であるD 乙の場合アクセサリ{自体が緊張感D強いもので
あるときは全体として非常に引き締ったものとなる。逆に面の持つ緊張感が強しそれを弱め
る為にアグセサリーをつける場合もある。い宇、れにしても乙θ場合は両者の緊脹感の結合形体
とえEる。
B. 穴の明いた面
(イ〉 関口部りある大壁を例にとる。一様な面に穴をあけるとその緊張感は減少する。それは力
学的に面C応力が減少することと，関口部の持つ解放感の二重作用によるものと考えたい。
(ロ〉 開口部が非常に多くなって堅商の部分が減少して柱，梁の如き量になった場合は，関口部
の開放感が増大し，その対比によって，次lこりベる，枠の中に棋めた酉の形式に近宇、き緊張感
は増大する。
〈ハ〉 真壁下地窓D場合。下地を一部残して壁主塗らなかった手法であり，施工上のかかる技法
が意匠的にもそりまま完全な関口部となら宇，したがって，緊張感を巧みに調節したものであ
るD このように穴む明いた面の形式は， そり強弱の計量を心理学的実験によらねば、たらない
が，開口部の量にょっτ緊張感が色々に変化する為，意匠的には，む宇かしい形式である白
C. 枠の中!こ罷めた面
〈イ〉 枠0ある襖の例。フラッシーュな紙面と木製0悼の結合体と考える場合，対比の作用によっ
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て，緊張感D強い方は益々強くなり，弱い方はそれだけ弱〈怠る。したがって，己の場合は，
梓に強い緊接感が集中して内部の紙面は見た目には軽〈感じられるととになる。
もし襖に模様があると，その模様の筒所が前述Bの穴の聞いた形式に移行し緊張感は弱く
なり見た目にはやさしいものとなる。模様が例えば狩野派θ襖絵D如きもCになった場合は，
その模様自体の持つ強力な緊張感が全体左しめる例は二条按其他に於て見られるものである D
枠自体についていえば，枠が細い程緊張感が強くなる D 枠を黒くした場合非常に強い緊張
感を現わずりは，黒色自体及そり塗装による光沢等により質が変化するとともそり理由である
が一つにはその為に枠が細く見えるからであるo細さの持つ緊張感とは力学的危不安定感，安
全率む無さ，むだの無さ等D心理的な反映であろうが，今後D実験に待たざるを得ないロ
〈ロ〉 和風真壁の構成ヮ柱，敷居，鴨居，長押，天井廻縁等の木部に緊張感を集中することによ
っτ壁面白緊張感を解き，全体として軽快に構成したものである。こり場合，中に巌められた
やわらかい日本壁，襖，障子等の持つ緊張感が木部の枠りそれと，程よき対比をなしているθ
である。もしこれ等のかわりにペイント仕上の壁や=ス塗の建具等を組合せると，骨組。緊張
感が強力なそれ等に移行してその調和が被れるととになる。
初めより意識的に骨粗D緊張感を変化させた例としては床の閣がある。床恒や床柱に特殊
な材料を使用することにより部屋の中JL.'としての床θ問。緊張感を強めているのである。それ
等はさらに掛軸，生花，置物等により緊張感を強めたり弱めたりすることにより複雑な調和を
註していると考えられるD
D. 枠のある面
枠とそり内に入っている面が司質のもので構成された形式であるが，モD境界に陰影が生じ
たとき初めて枠がはっきりする。したがって陰影によって緊張感は枠に移行したり，しなかった
りするととになる。それ故見る人心位置及光源白方{立によりたえ宇、面の緊張感が変化するととに
たる岳枠θ見付，見込等皆緊張感に関係することであり，しかもそれ等が陰影により変化すると
とを計量してとり形式を構成する必要が生宇ると考える。
E. 組合せた面
〈イ〉 障子.前述。如く，二種のもりが組合ったときは，対比により緊張感は強い方に移行する
故，障子の場合紙D緊張感は当然楼に移行し紙自体のそれは減少する。したがって楼の荒い障
子には紙自体の緊張感が強(， i慢の繁った障子には棲自体の緊張感が強く表われる白
いす=れも二種の緊張感D結合形休であるが慢の荒い方は紙自体の緊張感D方が強〈表わる
故全体としては軽くやわらかいものとして目に映す=ることになる。楼自体について考える場
合，桟が太いもりであるならその緊脹感は弱い故，太い棲を繋くすると障子は常に緊張感が減
じられ，来日い棲を繁くすると逆に強まり神経質なものとなって来る。
(ロ〉 壁面に目地を入れた場合。理論的には障子と同じで，細い目地を沢山入れると，そり面白
緊張感は目地に移行し壁面白それは減少して全体としては目地白緊張感が強く，白地を入れな
い場合より張ったものとなる。緊張感は目地をったって走るから破れ目地0場合は芋目地より
はるかに緊張感は弱くなる。又目地の一部を関口部とするも目地が切られないかぎり前述BV
穴聞け形式にはならないから緊張感はあまり弱くならないととになる口
くハ〉 スチーJレサッシユ。鼠められたガラスが透明ならば両者。対比によって，殆ど全部の緊張
感がサッシュに集中して来る。ガラスが光源。方向により光る場合はガラスの持つ尖鋭な緊張
感が強力に表現される白サッシユθ荒さとガラスD酉θ大いさの関係は障子の場合と同じであ
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る。
F. 透けた面
(イ〉 ピロテイ o 柱と柱の聞には何も入っていない完全に透けた面であるから，無との対比によ
って，柱の緊張感は最大となるわけである。との場合，上部にささえているものが重いほど力
学的な不安定感より反映する緊張感は更に増加しピロテイは強力な緊張感の表現θ場と註る口
(ロ〉 グり Jレログリルも同じく組子。潤が完全に透けているから組子の緊張感は強く，力の弱い
箇所にグリルを取付ければ，強力士Eアグセサリーの作用をすることになる。
G. 完全に遍けた面
庇の出たポーチ，スカイライン等は無との対比によって強力な緊張感を持った線となる口大
きく開け放された窓とか，大きな透明ガラスといったものは結局，その対比感を利用して，それ
に切りつく周辺に強い緊接感を与えているととにたる。
4 • 結 言亙ロc:¥
建築の面の持つi性格の中から緊張感という概念を取り出し，町の構成の種類に応じてその解明
をととろみた。面の緊脹a感はその周囲の条件により変化すること白二種以上のものが組合った場
合，対比によって強い方にその力が移動するととロ枠自体の緊脹感は細い程強いとと等，大体原則
的危部分Dみを説明した。面白構戒を縦iこ通覧して検討する場合はH図の如〈一つのフラッシユD
面に次々と大きたE開口部をとりそれ等を色々の面の形式に該当せしめて，実験的に比較検討した方
が適当で、はないかと考える。細部についてはl[}理学的実験にまたねばならないロ又緊張感自体の内
的構造も明かにしなければなら守、それ等は，今後の課題として研究レて見る予定で、ある。
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